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は じ め に 

 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、平成 20 年 4 月 1 日か

ら、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表す

ることが義務づけられました。 

津久見市教育委員会では、今後の効果的な教育行政の推進を図るとともに、市民への説

明責任を果たすことを目的として、第５次津久見市総合計画（2021 年改訂版）に掲げた

教育委員会関係の施策について、目標数値や実績を示しながら毎年、津久見市教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価を実施しています。今

回、前年度分の点検及び評価の結果のほか教育委員会の会議の開催などを報告書としてま

とめ、公表するものであります。 

本報告書により、津久見市教育委員会の事務・事業に対しまして一層のご理解を深めて

いただくとともに、本市の将来を担う「郷土を想う心の豊かなひとを育てるまち」のため

に、ご支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。 

 
 

津久見市教育委員会 
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Ⅰ 点検・評価にあたって 

 

1 津久見市の教育に関する事務の点検・評価の基本方針 

     地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条に基づき、津久見市教育委員    

会が実施する「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」につい

て、次のとおり行うものとする。 

 （１）評価の時期・対象 

毎年度、教育委員会が前年度に実施した事務事業において、下記（２）の① 

及び②の項目について点検・評価を行う。 

 

（２）点検・評価の項目 

① 津久見市総合計画における教育委員会所管項目の「施策」について点検・評

価を行う。 

   ア テーマ毎に「施策の方向」を設け、「計画内容及び主要な施策」ごとに当該 

年度の具体的な実施状況を点検・評価する。 

   イ 当該年度の進捗状況を目標値と比較し、ＡからＥまでランクを付けて評価を 

行う。 

② その他、教育施策上の重要課題 

 

（３）点検・評価の指標 

  点検・評価を行うに当たっては、津久見市総合計画進ちょく状況に係る意見交

換会委員による同意見交換会の知見を活用するものとする。 

 

（４）点検・評価のスケジュール 

   ・ 2 月    当該年度事務のマネージメントシートを更新（自己点検・評価） 

・ 3 月    市総合計画進ちょく状況に係る意見交換会による点検・評価 

・ 4 月～6月 報告書の作成 

・ 7 月    教育委員会定例会で報告書を決定（議決） 

・ 9 月    市議会に報告、公表 

 

（５）市議会への報告、公表について 

① 市議会への報告 

教育委員会が決定した点検・評価の報告書は、市議会に提出するものとす

る。 

② 公表の方法 

点検・評価結果の報告書は、市議会に提出した後、教育委員会のホームペ

ージで公表する。 

 

（６）点検・評価結果の反映 

    点検・評価結果については、教育行政に適切に反映させ、教育行政の運営の効

率化及び質の向上を図るものとする。 

 

（７）その他 
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  点検・評価の項目、報告書の様式、市議会への提出（報告）の方法等について

は、各教育委員会が実情を踏まえて決めることになっているため、市議会や委員

会、市の意見を参考にしながら随時改善していくこととする。 

 

２ 点検及び評価報告書の作成 

「第５次津久見市総合計画（2021 年改訂版）」（令和 3年度～令和 7年度）に掲げ

る基本計画第 2 章「郷土を想う心の豊かなひとを育てるまち」第 1 節学校教育の充

実、第 2 節社会教育の充実、第 3 節スポーツ・レクリエーション活動の推進、第 4

節青少年の健全育成、第 5 節地域文化の伝承と芸術文化活動の充実にかかる事務事

業ごとに、令和 6年度中の活動状況を点検し、これを評価する方法により実施する。 

（１）記入方法 

① 施策名・・・・・総合計画の「施策名」を記入する。 

② 施策の方向・・・・・総合計画の「施策の方向」を記入する。 

③ 計画内容及び主要な施策・・・・・総合計画の「計画内容及び主要な施策」 

を記入する。 

④ 課題等・・・・・昨年度から引き続き課題等となっているものを記入する。 

⑤ 取組状況等・・・・・実際に行った取組状況等を記入する。 

 

（２）施策指標の評価 

目標値に対する進ちょく状況の「評価」を次の区分により記入する。 

A：目標値に達成した（100％） 

B：概ね目標値に達成した（100％未満～75％以上） 

C：目標値に達成してない部分がある（75％未満～50％以上） 

D：ほぼ目標値に達成してない（50％未満～25％以上） 

E：全く目標値に達成してない（25％未満） 

 

３ 教育委員会の組織 

（１）教育委員会委員 

職  名 氏     名 就任年月日 任    期 

教 育 長 後 藤 榮 一 令和 5年 11 月 9日 
令和 5年 11 月 9日 

～令和 8年 11 月 8 日 

教 育 長 

職務代理 
深 井 辰 海 平成 30年 10 月 1 日 

令和 4年 10 月 1日 
～令和 8年 9月 30 日 

委  員 佐 藤 裕 子 平成 28年 12 月 7 日 
令和 6年 12 月 7日 

～令和 10年 12 月 6 日 

委  員 田 島 岳 自 令和 2年 12 月 7日 
令和 6年 12 月 7日 

～令和 10年 12 月 6 日 

委  員 甲 斐 みどり 令和 5年 10 月 1日 
令和 5年 10 月 1日 

～令和 9年 9月 30 日 
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（２）教育委員会事務局の組織 
 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育委員会の開催状況 

期 日 議     案     等 

4 月 25 日 

(定例会) 

議案第 1号 津久見市教育委員会会議規則の一部改正について 

議案第２号 津久見市文化財 保存活用地域計画作成協議会設置要綱の

一部改正について 

議案第 3号 津久見地区教科用図書選定委員会設置要綱の制定について 

議案第 4号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 5号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

5 月 27 日 

(定例会) 

議案第 6号 予算の補正について 

議案第７号 津久見市立学校小規模特認校就学の許可について 

議案第 8号 津久見地区小学校教科用図書選定委員会委員の任命につい   

      て 

6 月 25 日

(定例会) 

議案第 9号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 10 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

7 月 25 日

(定例会) 

議案第 11 号 令和７年度使用教科用図書の採択について 

 

8 月 26 日

(定例会) 

議案第 12 号 予算の補正について 

9 月 25 日

(定例会) 

議案第 13 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 14 号 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報 

告書について 

10 月 25 日

(定例会) 

行事報告等 

11 月 25 日

(定例会) 

議案第 15 号 予算の補正について 

議案第 16 号 指定管理者の指定について 

議案第 17 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 18 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

12 月 25 日

(定例会) 

議案第 19 号 津久見市教育委員会処務規程の一部改正について 

スポーツ施設管理班 3名 

 

教育長 

学校教育課 11 名 生涯学習課 8 名 管理課 4 名 

課長 1 名 課長 1 名 課長 1 名 

学校施設管理班 3名

名 

学校教育班 3名 生涯学習班 4名 

調 理 員   4 名 

 

保健体育班 3名 

（兼 人権教育・部落差別解消推進班 2名） 

 
（兼 人権教育・部落差別解消 

推進班 3名） 
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1 月 27 日

(定例会) 

議案第 20 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 21 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 22 号 津久見市指定文化財の指定について 

議案第 23 号 他の普通地方公共団体の公の施設を津久見市の住民の利用

に供させることに関する協議について 

議案第 24 号 他の普通地方公共団体の公の施設を津久見市の住民の利用

に供させることに関する協議について 

議案第 25 号 津久見市地区集会所等整備事業費補助金交付要綱の制定に

ついて 

議案第 26 号 津久見市学校条例の一部改正について 

議案第 27 号 津久見市使用料条例の一部改正について 

議案第 28 号 津久見市立学校通学区域設定規則の一部改正について 

2 月 25 日

(定例会) 

議案第 29 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 30 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 31 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 32 号 津久見市外国語指導助手任用規則の一部改正について 

議案第 33 号 津久見市学校管理規則の一部改正について 

議案第 34 号 予算の補正について 

議案第 35 号 令和７年度当初予算案の概要について 

3 月 4 日 

（臨時） 

議案第 36 号 令和７年度津久見市立小中学校の教職員の配置について 

3 月 25 日

(定例会) 

議案第 37 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 38 号 区域外通（就）学児童生徒の特例の認定について 

議案第 39 号 公立学校情報機器整備事業に係る各種計画の策定について 

議案第 40 号 津久見市学校給食費負担軽減等補助金交付要綱の改正につ

いて 
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５ 学校訪問 

期 日 訪 問 先 出席委員 

5 月 15 日 堅徳小学校、青江小学校 

深井委員、佐藤委員 

田島委員、甲斐委員 

5 月 16 日 津久見中学校、千怒小学校 

5 月 20 日 津久見小学校、学校支援センター、保戸島小中

学校 

 

６ 活動実績 

期 日 行 事 等 出席委員 

5 月 23 日 大分県市町村教育委員会連合会総会（中津市） 深井委員、甲斐委員 

1 月 12 日 二十歳のつどい 
深井委員、佐藤委員、

田島委員、甲斐委員 

 

７ 総合教育会議の開催 

期 日 協 議 事 項 開催場所 

12 月 25 日 

１．ＤＸハイスクールを中核に据えた教育のま

ちづくりついて 

２．その他 

 

津久見市教育委員会 

２階会議室 

   出席者：市長、教育長、教育委員４名 

 

Ⅱ 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価 

 

1 施策の体系 

施策名 計画内容及び主要な施策 施策指標 担当課 シート№ 

学校教育の

充実 

確かな学力を育む教育の

推進 

全国学力調査平均正答率との差 

（中学校３年生国語） 
学校教育課 1-1-① 

全国学力調査平均正答率との差 

（中学校３年生数学） 
学校教育課 1-1-② 

健やかな体を育む教育の
推進 

体力・運動能力調査 

小学生 全国平均以上の割合 
学校教育課 1-2-① 

体力・運動能力調査 

中学生 全国平均以上の割合 
学校教育課 1-2-② 

豊かな心を育む教育の推
進 

人権・部落差別解消に係る研修会の

開催回数 
学校教育課 1-3-① 

地域とともにある学校づ
くり 

学校・家庭・地域の「協働」に取り

組む学校数 
学校教育課 1-4-① 

津久見高校との連携強化による市内

からの進学率 
学校教育課 1-4-② 

教育環境の整備 

学校施設の計画的整備 管理課 1-5-① 

ＩＣＴ（情報通信技術）支援員

の派遣 
管理課 1-5-② 
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社会教育の

充実 

学習機会の創出 
公民館利用状況 生涯学習課 2-1-① 

公民館教室数 生涯学習課 2-1-② 

市民に愛される図書館づ

くり 
蔵書貸出人数 生涯学習課 2-2-① 

学術交流活動の推進 地質資源の講演回数 生涯学習課 2-3-① 

スポーツ・

レクリエー

ション活動

の推進 

生涯スポーツ・レクリエ

ーションの推進 
総合型地域スポーツクラブ参加人数 生涯学習課 3-1-① 

競技スポーツの強化推進 施設利用件数 生涯学習課 3-2-① 

青少年の健

全育成 

健全な家庭環境づくり 非行少年等の補導件数 生涯学習課 4-1-① 

学校教育と連携した地域

ぐるみの育成活動 

子ども連絡所設置箇所数 生涯学習課 4-2-① 

土曜寺子屋つくみ塾参加人数 生涯学習課 4-2-② 

青少年の見守り活動の充

実 
あいさつ運動の実施回数 生涯学習課 4-2-③ 

地域文化の

伝承と芸術

文化活動の

充実 

市民の文化・芸術活動の

支援 

観劇会イベント参加者数 生涯学習課 5-1-① 

文化団体数 生涯学習課 5-1-② 

伝統文化及び文化財の保

存と継承 
指定文化財 生涯学習課 5-2-① 

文化施設の有効活用 市民会館利用状況 生涯学習課 5-3-① 

 

2 施策の方向 

施 策 名 施策の方向 

学校教育の充実 

幼児期の教育・保育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う極めて

重要なものです。そのため、子どものことを第一に考えながら、質の

高い教育・保育の提供、保護者や地域の教育力向上の支援を行うとと

もに、教育・保育の一体的な運営の推進を図ります。 

学校教育においては、子どもたちが確かな学力、豊かな心と健やか

な体を育成することのできる社会を実現するとともに、信頼される学

校・特色ある学校づくりを進めるために、学校・家庭・地域が協働

し、より一層、開かれた学校づくりを推進します。 

また、老朽化が進む学校施設については計画的な長寿命化を図り、安

全で快適な教育環境の整備に努めます。 

社会教育の充実 

市民が生涯にわたって学び、生きがいや豊かな心を育めるよう学習ニ

ーズを把握し、地域人材の活用によるカリキュラムの充実を図り、生涯

学習環境を整えます。図書館については、玄関ホールの企画展示の活用

等も合わせ、利用しやすい図書館づくりを推進します。 

また、地質資源や文化財、さらには本市の基幹産業などに関する学習

機会を提供し、市民誰もが郷土に誇りを持って地域振興に取り組む機運

を醸成します。 
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スポーツ・レクリエ

ーション活動の推進 

市民が生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しみ、その活動

を通じて、心身ともに健康な生活が送れるよう地域に密着したスポー

ツ・レクリエーションの普及、啓発を促進します。また既存施設の改修

や充実を図り、スポーツ交流の拠点施設を整備します。 

競技スポーツの強化においては、各競技の指導者育成と選手強化を目

的とした施策を推進していくことで地域の活性化を図ります。 

青少年の健全育成 

家庭教育は全ての教育の出発点であり、基本的倫理感や社会的マナ

ー、自制心、自立心等を育成する上で重要な役割を果たすことを啓発し、

健全な家庭環境づくりを推進します。 

さらに、学校・家庭・地域社会が連携・協働によるネットワークの強

化を図り、それぞれの機能を発揮し、その役割を分担しながら、今後の

青少年たちの健全育成を推進します。 

地域文化の伝承と芸

術文化活動の充実 

津久見市文化協会をはじめ、その他市民文化団体等と連携を図り、市

民生活を楽しめる文化的環境づくりに向け、芸術に親しむ心の醸成や活

動意欲の高揚のために、市民文化活動の支援や芸術文化鑑賞機会の拡大

に努めます。 

伝統芸能に関しては、後継者の育成を図るとともに、地域の伝統芸能

保存団体や関係機関と連携を図り、保存・継承・活用に努めます。 

文化財については、文化財保護法第 183 条の 3に定められた、津久見

市域における文化財の保存及び活用に関する総合的な計画（文化財保存

活用地域計画）を作成し、地域ごとに特色ある文化財を総合的に把握す

るとともに、一体的な活用を図ります。 
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3 各施策の点検及び評価 

 

令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-1-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
確かな学力を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

全国学力調査平均正答率と

の差（中学校３年生国語） 
+0.6％ -3.6％ -1.8％ +3.9％ ％ 

0.0％ 

以上 

評 価 Ａ Ｂ Ｂ Ａ   

【説明等】 

 全国学力・学習状況調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ると

ともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そ

のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

 
２．課題等 

○全体の平均正答率は全国や県を上回った。 

○観点別では「知識・技能」、「思考・判断・表現」ともに全国・県の正答率を上回った。 

○課題としては「資料を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように話すこと」が全国正答

率に比べると低かった。 

 

 

３．取組状況等 

○児童・生徒の学力に関する目標 

・単元末や定期テスト等の低学力層（小６０％以下、中４０％以下）の割合１０％以下を目指し

て取り組んだ。達成率は１０２％だった。 

・児童生徒による授業評価「授業が好き、楽しい」など学びに対して肯定的に捉える児童生徒の

割合９０％以上を目指して取り組んだ。達成率は１０３％だった。 

○経験年数の浅い教員の人材育成に関する目標 

・授業力向上アドバイザーの対象者全員が新大分スタンダードに基づいた授業実践をする割合 

 １００％を目指して取り組んだ。達成率は１００％だった。 

・市教委指導主事による授業参観、指導年間２回を目指して取り組んだ。達成率は１００％ 

だった。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-1-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
確かな学力を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

全国学力調査平均正答率と

の差（中学校３年生数学） 
-0.2％ +1.6％ +2.0％ +2.5％ ％ 

0.0％ 

以上 

評 価 Ｂ Ａ Ａ Ａ   

【説明等】 

 全国学力・学習状況調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ると

ともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そ

のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 
２．課題等 

○全体の平均正答率は全国や県を上回った。 

○観点別では「知識・技能」、「思考・判断・表現」ともに全国・県の正答率を上回った。 

○課題としては「等式を目的に応じて変形することができているかどうかをみる」が全国正答率

に比べると低かった。 

 

３．取組状況等 

 

 

 

 

 

 
 

○児童・生徒の学力に関する目標 

・単元末や定期テスト等の低学力層（小６０％以下、中４０％以下）の割合１０％以下を目指し

て取り組んだ。達成率は１０２％だった。 

・児童生徒による授業評価「授業が好き、楽しい」など学びに対して肯定的に捉える児童生徒の

割合９０％以上を目指して取り組んだ。達成率は１０３％だった。 

○経験年数の浅い教員の人材育成に関する目標 

・授業力向上アドバイザーの対象者全員が新大分スタンダードに基づいた授業実践をする割合 

 １００％を目指して取り組んだ。達成率は１００％だった。 

・市教委指導主事による授業参観、指導年間２回を目指して取り組んだ。達成率は１００％ 

だった。 



11 

令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 
 

シート№ 1-2-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
健やかな体を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

体力・運動能力調査 
小学生 全国平均以上の割合 

57.3％ 53.1％ 70.8％ 82.3％ ％ 
50％ 

以上 

評 価 Ａ Ａ Ａ Ａ   

【説明等】 

児童生徒の体力・運動能力等の現状を明らかにし、体育・保健体育授業の工夫・改善のため

の基礎資料とするとともに、子どもの体力向上に係る施策の成果と課題の検証に活用する。ま

た、児童生徒一人一人が体力・運動能力等に関心をもち、進んで自己の体力や能力に応じた体

育的活動を実施するための動機づけとする。 

 
２．課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動が好きと肯定的に答えた男子が 92.7％、女子が 88.7％で、高い水準である。（小５） 

○経験年数の浅い教員に、体育の授業づくりを伝えていく必要がある。 

○男子は上体起こし、５０ｍ走、立ち幅跳び、女子は上体起こし、立ち幅跳びに課題がある。 

 

３．取組状況等 

○体育専科教員を活用した、授業改善及び授業力向上とともに、学習内容の日常化を図る。 

○子ども同士の学びの場（見合い、教え合い等）を設定するなどの運動意欲の向上を図る授業づ

くりや、ＩＣＴ機器を活用し、「振り返り」を位置付けた授業展開の推進。 

○運動の日常化を図るための休み時間に運動遊びを実施、全校縦割り班活動、児童会行事と連携

した学校独自の取組を推進。（日常の遊びが体力向上や行事に向けての練習等につながる工夫） 

○各種取組・行事での記録を経年で保管することによって、自らの成長を実感できるようなファ

イリングの工夫。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-2-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
健やかな体を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

体力・運動能力調査 
中学生 全国平均以上の割合 

54.2％ 31.2％ 33.3％ 50.0％ ％ 
50％ 

以上 

評 価 Ａ Ｃ Ｃ Ａ   

【説明等】 

 児童生徒の体力・運動能力等の現状を明らかにし、体育・保健体育授業の工夫・改善のための

基礎資料とするとともに、子どもの体力向上に係る施策の成果と課題の検証に活用する。また、

児童生徒一人一人が体力・運動能力等に関心をもち、進んで自己の体力や能力に応じた体育的活

動を実施するための動機づけとする。 

 
２．課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○運動が好きと肯定的に答えた男子が 87.5％、女子が 78.1％で、高い水準である。（中２） 

○すべての学年で全国平均を下回った種目が課題。（女子が上体起こし、体前屈、５０ｍ走） 

○朝食を毎日食べる生徒（中２）は、男子 87.5％、女子 80.0％であった。体力向上を目指す 

上で、朝食を食べる習慣の大切さを教えていく必要がある。 

 

３．取組状況等 

○体力向上推進教員・体育主任を中心とした学校全体での「一校一実践」の推進。 

○運動部活動との連携による日常的な運動習慣の構築と、運動部活動に加入していない生徒への

アプローチ。体育の授業を通して運動を楽しむ態度と生涯スポーツへの意欲化を図る。 

○学校行事や生徒会行事と連携した運動好きな生徒を育てる取組や、ＩＣＴ機器を活用しながら

「振り返り」を位置付けた授業展開の推進。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-3-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
豊かな心を育む教育の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

人権・部落差別解消推進に係

る研修会の開催回数 
２回 ８回 ８回 ７回 回 5 回 

評 価 Ｄ Ａ Ａ Ａ   

【説明等】 

津久見市教育委員会では、あらゆる教育活動に人権教育を位置づけ、家庭や地域、関係機関

等と連携を図りながら、子どもの目線に立った人権教育を推進している。また、人権問題を自

らの問題として捉え、主体的に解決方策を考え、共により良く生きるために実践できる子ども

の育成を目指している。 

 
２．課題等 

○校内研修での時間の確保。 

○部落問題学習についての認識と実践不足。 

○仲間づくりや学級づくりについて、若手教員のスキルアップが必要。 

○家庭・地域と連携した人権・部落差別解消推進が必要。 

 

３．取組状況等 

○人権・部落差別解消教育研修会開催を計画的に実施するとともに、その充実を図る。 

①人権教育担当者会・・・・・・・・・５月２３日（木） 

 ・人権教育・部落差別解消推進課指導主事を招聘し、授業改善に取り組むことができた。 

②「臼杵市フィールドワーク」・・・８月 ９日（金） 

 ・臼杵市部落差別解消推進・人権啓発課の方々のご協力のもと実施することができた。 

③人権のまちづくり交流会・・・・・・８月２０日（火） 

④津久見市人権研修会・・・・・・・・１１月 １日（金） 

⑤津久見市５プランに係る公開授業・・・１１月１８日（月） 

・部落問題学習の公開授業を実施することができた。（青江小４年） 

⑥津久見市人権フォーラム・・・・・・１２月２１日（土） 

⑦市人研研究大会・・・・・・・・・ １月１７日（金） 
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令和６度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-4-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
地域とともにある学校づくり  

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

学校・家庭・地域の「協働」に

取り組む学校数 

６/８ 

校 

６/８ 

校 

６/８ 

校 

５/７ 

校 
校 ７/７校 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ   

【説明等】 

 学校運営協議会を通じて、保護者や地域住民が学校運営に参画することを目指す。学校と地域

の信頼関係が強化され、保護者や地域住民の教育への関心が高まる。また、子どもたちは「地域

に見守られている」という安心感を得られ、教職員は地域からの協力を得やすくなり、教育活動

が充実する。 

 
２．課題等 

○学校の抱える課題が複雑化・困難化している現在、困難な課題を解決しながら学校運営を進め

ていくには、学校だけ・教職員だけの対応には限界がある。 

○学校運営協議会の委員が自分の取組目標を立て、目標達成に向かってどのような行動をとるの 

かについて検討が必要である。 

○保戸島中学校と保戸島小学校の２校に学校運営協議会は設置していないが、積極的に地域とと

もにある学校づくりを行っている。その他の５校には学校運営協議会が設置されている。 

 

３．取組状況等 

○学校・家庭・地域の「協働」の柱である「学校運営協議会」の開催（年間３～４回） 

○大分大学教職大学院から教授や准教授を招聘し、各校の学校運営協議会に参加していただき、 

 学校運営協議会を活性化させるためのアドバイスをもらった。 

○学校運営協議会の内容を、説明中心から熟議中心に転換を目指した。準備する資料の削減、 

文字サイズを大きくするなどの転換を図った。参加者は当事者意識が高まり、積極的に発言す

る姿が多くみられた。 
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令和６度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-4-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 学校教育課 

計画内容及び 

主要な施策 
地域とともにある学校づくり  

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

市内中学生の津久見高校への

進学率 
34.2％ 35.4％ 30.9％ 30.8％ ％ 60％ 

評 価 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ   

【説明等】 

「津久見の子は津久見で育てる」ことをスローガンとして、津久見高校に対して進学・就職に

対する支援を行っている。その旨、中学生やその保護者にも広く啓発し、一市一校である津久見

高校の存続について、取組を強化するものである。 

 
２．課題等 

○生徒数の減少による津久見高校定員の維持・確保について、学級数や学科等の検討を行い、そ

れを県教育委員会へ要望を重ねていく必要がある。 

○津久見高校の魅力ある学校づくりの実践を広く小中学生や保護者に伝えていく必要がある。 

○進学実績、部活動の活動実績の向上、啓発として、津久見高校の実績を広く受験を控える生徒

や保護者に伝える方法の検討が必要である。 

 

３．取組状況等 

○津久見高校地域振興協議会での各種取組の実施。 

（ ①人材育成  ②小中高連携  ③情報発信  ④硬式野球部強化 の 各種事業 ） 

○「津久見高校ＤＸ魅力化推進ＰＴ」立ち上げに係る準備会を２回開催した。令和７年度４月 

からの本格的スタートを目指し、県教育委員会の指導の下、産業界の人材や資源を投入し、 

津久見高校が中学生に選んでもらえるような具体的な方向を検討する。 

○市内の小学校や中学校と、各種行事等での交流。 

（工業科生徒の出前授業、英検講座の開設、「つくみ蔵」の出店など） 

○津久見高校の英語科教員による、中学生への「英検チャレンジ」を津久見高校で実施した。中

学生にとって津久見高校を見学する機会にもなった。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-5-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 管理課 

計画内容及び 

主要な施策 
教育環境の整備 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

学校施設の計画的整備 0 校 0 校 1 校 ―校 校 1 校 

評 価 Ｅ Ｅ Ａ ―   

【説明等】 

 令和３年３月に策定した学校施設長寿命化計画に基づき学校施設の老朽化の状況等を把握し、

学校施設の計画的な整備を行う。 

 

 

２．課題等 

○小中学校長寿命化改良事業 

 これまでの学校施設の現状は、安全・安心な教育環境を確保するために耐震化を最優先に進

めてきましたが、その一方で、昭和５０年代に建築された学校施設の老朽化が進んでいる。 

学校施設の大規模改修等に多額の予算が必要であり、交付金や地方債等の財源確保も重要で

ある。また、物価高騰による建設費の増大も大きな課題となっている。 

 津久見市公共施設等総合管理計画及び定期点検の結果等を踏まえながら計画的・効率的に事

業を実施していく必要がある。 

 ・第一中学校（昭和５５年建築）令和５年度 校舎等改修工事が完了。 

 ・津久見小学校（昭和５０年・昭和６１年建築） 

 ・津久見小学校体育館（昭和５７年建築） 

 ・千怒小学校（昭和５３年・昭和６３年建築） 

 

 

３．取組状況等 

○中学校校舎等長寿命化改良事業 

 令和６年４月の新設中学校開校に向けた、第一中学校校舎等長寿命化改良事業の校舎等改修工

事が完了した。 

○小学校校舎長寿命化改良事業 

 津久見小学校・千怒小学校の校舎改修については、一斉に対応することは困難であるが、計画

的・効率的に改修工事ができるよう、国の交付金や地方債等の財源確保を含め市長部局と協議を

進めていく。令和６年度より千怒小学校の校舎等長寿命化改良事業に着手している。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 1-5-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 学校教育の充実 担当課 管理課 

計画内容及び 

主要な施策 
教育環境の整備 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

ＩＣＴ（情報通信技術）支援

員の派遣 

各校 

月２回 

各校 

月２回 

各校 

月２回 

各校 

月２回 
回 

各校 

月２回 

表 値 Ａ Ａ Ａ Ａ   

【説明等】 

 教員のＩＣＴ機器の活用スキルの向上及びＩＣＴ機器を最大限に活用した授業の推進を図る。 

 

 

２．課題等 

○ＩＣＴ教育の充実 

 GIGA スクール構想の推進により１人１台のタブレットと校内ＬＡＮが整備され、ＩＣＴを活

用した情報教育が令和３年度から始まった。ＩＣＴ（情報通信技術）支援員を派遣し、ＩＣＴ

機器を活用した授業の支援やＩＣＴ機器の効果的な活用を図るための教員へのサポート対応な

どを行っている。 

 

 

３．取組状況等 

○ＩＣＴ（情報通信技術）支援員の派遣 

 ＩＣＴ（情報通信技術）支援員は、各学校に毎月２回の派遣を行った。活動は、月ごとに提出

される報告書により、各学校での業務内容の確認を行った。 

管理課、学校教育課と定期的に業務内容等の検討を行い、授業においてＩＣＴ機器が効果的に

活用できるよう進めるとともに、訪問時の支援の充実を図るため、教員との事前の打合せや連携

等を密に行っている。 

○情報教育担当者会議の開催 

 令和６年度は、３回会議を開催し、教員の研修や有効な活用に向けた課題などの情報共有、協議・

検討を行い、教員のＩＣＴ活用指導力の向上やタブレットの効果的な活用に繋げている。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 2-1-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 社会教育の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
学習機会の創出 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

公民館利用状況 926 回 1,033 回 1,050 回 1,028 回 回 1,490 回 

評 価 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ   

【説明等】 

 大ホール、講義室、研修室、調理室、和室の利用回数 

 

 
２．課題等 

公民館は昭和 50 年に建設されており、建物の老朽化が進行していることから、年々修繕個所が

多くなり、規模の大きな改修も必要となってきている。 

また、高齢者学級の終了に伴い、利用者数が減少している。 

館内については、バリアフリー化、障がい者向けのトイレの設置といった環境整備が進んでおら

ず、利用者にとって不便な状況が続いている。 

駐車場についても十分な台数ができる広さがなく、公民館まつりなどの大きなイベント開催時に

は、近隣企業の協力を得て対応しているものの、駐車スペースの不足は依然として大きな課題と

なっている。 

 

 

３．取組状況等 

公民館は地域住民にとって最も身近な学習拠点というだけでなく、交流の場として重要な役割を

果たしおり、新たな教室、魅力ある教室の開設をはじめ、年齢を問わず、楽しめる教室を開催し

ている。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

                          シート№ 2-1-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 社会教育の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
学習機会の創出 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

公民館教室数 7 教室 10 教室 11 教室 12 教室 教室 15 教室 

評 価 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ   

【説明等】 

 女性・成人・その他を対象とした、各公民館教室の開催回数 

 

 
２．課題等 

高齢者の参加者が多い教室については、2 階の教室を使用することが多く、階段しか利用できな

いため、高齢者にとって不便な状況となっている。 

毎年、子どもから高齢者まで幅広い年代が参加できるよう、利用者の声を反映しながら新たな教

室の開催に努めている。しかし、年間を通じて時間が合わない利用者も多く、教室の内容や時間

帯が限られていることから、教室の種類や対象の幅が広がらないのが現状である。（今後、開催

時間や内容の見直しが必要） 

 また、教室を受講していない年齢層へ参加を促すための事業計画・体制づくりが必要である。 

 

 

３．取組状況等 

令和６年度実施教室 

似顔絵教室、切り絵教室、初心者のパン教室、スマホ教室、手仕事手芸教室、ラッピング教室、

伝統芸能扇子踊り教室、しめ縄作り教室、フレスコ画教室、お菓子つくり教室、スノードーム作

り、クリスマスカップケーキ作り 

 

  短期で開催している教室を含めて、新しいものを常に考えている。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 2-2-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 社会教育の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
市民に愛される図書館づくり 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

蔵書貸出人数 36 人 36 人 36 人 34 人 人 50 人 

評 価 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ   

【説明等】 

 １日当たりの貸出利用者数 

 

 
２．課題等 

令和 6年度の貸出利用者数は前年度に比べて減少したものの、来館者数は年間 35,422 人で昨年

度より 1,439 人増加している。 

また、令和 6年 2月からはフリーＷｉ-Ｆｉサービスを開始し、スマートフォンやタブレットか

らインターネットに接続して調べものや学習ができる環境を整備した。市内小中学生が使用す

る学習用タブレットについては、パスワード入力等が不要で自動接続される設定となってお

り、タブレットを持参して学習に取り組む児童生徒の姿も見られるようになった。 

現行の図書館システムは平成 30 年に導入されたものであり、機器の老朽化や安全性低下に対応

するため、更新の時期を迎えている。次期システムの構築にあたっては、現行業務の継続に加

え、機能の向上によるサービスの拡充を念頭に置いて取り組む必要がある。 

今後も引き続き、市民図書館の来館者増や読書活動推進につながるよう、時代に即したサービ

スの向上に努め、市民に親しまれ、愛される図書館作りを目指して取組みを進めていく。 

 

 

３．取組状況等 

○フリーＷｉ-Ｆｉサービス：令和 6年 2月～ 

○電子図書館サービス、インターネット予約サービス：令和 3年 3月～ 

○おはなし会やイベント等の開催 

定例おはなし会、図書館まつり、こどもの読書週間・秋の読書週間行事 

○開架室・玄関ホールを活用した展示 

新着資料・企画展示コーナー、市内団体・グループ等の各種作品展示、文化財・郷土資料等を 

紹介するトピック展、就労情報の掲示 

○遠隔地域へのサービス 

 移動図書館車（令和 4年 3月車輛更新）の巡回、保戸島出張所内図書館業務 

○資料の除籍及び無料配布 

○県内公共図書館、市内各学校との連携 

相互貸借、団体貸出、調べ学習支援、図書館見学・職場体験学習・インターンシップの受入 

○広報活動 

図書館だより・こどもしつだより、市報、図書館ホームページ、ポスタ―・チラシ 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

 

シート№ 2-3-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 社会教育の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
学術交流活動の推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 

年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 

年度 

Ｒ７ 

目標値 

地質資源の講演回数 5 回 2 回 4 回 6 回 回 10 回 

評 価 Ｃ Ｅ Ｄ Ｃ   

【説明等】 

 津久見の地質等に関する講演会等、学習機会の提供 

 

 
２．課題等 

・津久見市には、広大な石灰石鉱山をはじめ、長目の蛇紋岩や四浦の珪石・マンガンなど、多種

多様な鉱物や地質が点在しており、「網代島の宇宙塵」や「江ノ浦の隕石衝突の痕跡」など、世界

的にも非常に貴重な地質資源も存在しています。 

こうした津久見市ならではの魅力ある地質資源を教育に活用するとともに、地元地区と連携し

て周辺環境の保全に努め、地球資源の活用事業を推進しながら、市内外への情報発信を進めてい

くことが、今後の課題です。 

・「フレスコ画教室」については、市の貴重な資源である「石灰」を用いて実施しており、石灰

の利活用や市民の産業への理解促進を目的としています。 

小学生から一般の方までを対象に、石灰石の歴史や遺産、その活用について学ぶ機会とし

て、今後も継続してまいります。 

 

 

３．取組状況等 

・11 月 16 日 津久見商工会議所女性会主催による、「あじろ島に恐竜が現れた！」が日代中学校

グラウンドにて開催された。パネル等を展示し、イベントの来場者へ網代島の地質について紹介

した。 

また、県外の大学からの依頼に応じて、理科教育について学ぶ大学生を網代島で現地案内した。 

・石灰石やセメント産業を基幹産業とするまちとして、石灰の利活用と市民の産業への理解促進

を目的に、大分県石灰工業会のご協力のもと、令和 6年 7 月 26 日、27 日の 2日間にわたり、第

18 回「フレスコ画教室」を開催した。参加者は 48 名。 

本教室は、市の貴重な資源である「石灰」を用いて実施しており、石灰石の歴史や遺産、その活

用について学ぶ機会となった。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 3-1-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 スポーツ・レクリエーション活動の推進 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
生涯スポーツ・レクリエーションの推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

総合型地域スポーツクラブ参

加人数 
202 人 184 人 195 人 184 人 人 250 人 

評 価 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ   

【説明等】 

 総合型地域スポーツクラブ「エンジョイつくみ」参加人数 

 

 
２．課題等 

総合型地域スポーツクラブ「エンジョイつくみ」を核として、各スポーツ教室やイベント事業が

展開され、コミュニティの場の創出に貢献している。 

社会全体が落ち着きを取り戻し、市民のスポーツに対するニーズが徐々に高まりつつある現状に

おいては、様々な手法を用いた情報発信が求められる。 

また、今後の部活動地域移行の受け皿の可能性として総合型スポーツクラブの存在は重要であ

る。 

しかし、構成員の平均年齢が高くなっていることから、活動の継続性を確保するためには、地元

企業やスポーツ関係者をうまく巻き込みながら、母体である総合型スポーツクラブのスポーツ指

導者や育成者の層を拡大していくことが今後の課題である。 

 

 

３．取組状況等 

令和６年度は、16 種目を開催し、延べ 10，480 人の参加があり令和５年度より 332 人の減少とな

った。スポーツによる健康増進・体力作りの必要性を様々な場面で周知できるよう今後も努めて

いきたい。 

また、津久見市ホームページにおいて、総合型地域スポーツクラブ「エンジョイつくみ」の会員

募集の広報を行っているが、併せて「エンジョイつくみ」が主催するそれぞれの教室の周知も定

期的に情報発信を行いたい。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 3-2-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 スポーツ・レクリエーション活動の推進 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
競技スポーツの強化推進 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

施設利用件数 5,145 件 3,980 件 4,822 件 4,508 件 件 5,200 件 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ   

【説明等】 

 総合運動公園内の各施設、武道館、市内 3グラウンドの利用件数 

 

 
２．課題等 

市民体育館の床改修及び照明のＬＥＤ化、太平洋セメント津久見スタジアム（市民野球場）の観

客席改修など、様々な施設の改修や維持管理を計画的に進めていく必要性がある。 

利用主体となる市民に不具合が生じないよう緊急性や重要性を勘案しながら改修整備を進める

とともに、利用料の減額等含めた利便性の向上を図る必要がある。 

また、維持管理費の財源確保に向け、令和６年度からネーミングライツ制度を導入するとともに、

施設改修にあたってはスポーツ振興事業助成金の活用等も含め、様々な手法を駆使して財源確保

を図っていく。 

競技スポーツの強化については、地元から将来のトップアスリートを育成していくため、著名な

アスリートを招聘し、子ども達が直接ふれ合える機会を創出できる事業や、スポーツ熱の高い市

民性に合致した、地域一体となって応援し機運を高める場の創出等、新たな事業の予算化が必要

となる。 

 

 

３．取組状況等 

施設利用件数については、令和５年度より 314 件減少となったが、なだらかに上昇していけるよ

う引き続き周知に努める。 

施設整備については、太平洋セメント津久見スタジアム（市民野球場）では、スコアボード及び

バックスクリーン塗装等改修工事、グラウンド芝境界部分修繕、本部席天井補修を行い、総合運

動公園内では、浄化槽改修工事を行った。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 4-1-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 青少年の健全育成 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
健全な家庭環境づくり 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

非行少年等の補導件数 0 件 0 件 4 件 1 件 件 0 件 

評 価 Ａ Ａ Ｅ Ｂ   

【説明等】 

 津久見市在住の青少年が補導された数 

 

 
２．課題等 

津久見市青少年健全育成市民会議を中心に、青少年に関わる大人の意識を高め、地域ぐるみで青

少年を見守る環境づくりを進め、非行少年等の補導件数ゼロを目指していく。 

また、近年はスマートフォンやＳＮＳの急速な普及により、インターネット利用環境が一層多様

化し、青少年が有害な情報に安易に触れる機会が増えている。県下ではインターネットを介して

見知らぬ相手と接触したことに起因し、自画撮り被害などのトラブルや犯罪に巻き込まれてしま

うケースも発生している。 

こうしたネットトラブルや、それに起因する犯罪から青少年を守るためにも、学校・家庭・地域

が連携し、インターネットの正しい使い方や通信機器の使用ルールの周知・徹底を図るなど、日

頃からの継続的な啓発活動が重要である。 

 

 

３．取組状況等 

１．イベント時の見守り活動  

各学校のＰＴＡや幹部交番が見守り活動を実施。 

２．津久見市青少年健全育成市民会議総会 

 例年、地域で青少年を見守るための取り組みについて、市内の青少年関係団体と確認を行った。

総会後に下記のとおり研修会を開催した。 

 開催日：令和 6年 5月 20 日（月） 

演 題：「少年非行防止対策について」 

 講 師：大分県警察本部生活安全部人身安全・少年課 課長補佐 梶谷 憲司 氏 

３．こどもの安全を考える市民講演会 

開催日：令和 6年 11 月 26 日（火） 

演 題：「包括的性教育を踏まえた子どもたちとの接し方」 

講 師：大分県人権教育・啓発推進協議会 人権啓発講師 三重野 真美 氏 

参加者：33 名 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 4-2-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 青少年の健全育成 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
学校教育と連携した地域ぐるみの育成活動 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

子ども連絡所設置箇所数 304 か所 281 か所 254 か所 243 か所 か所 330 か所 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ   

【説明等】 

 子どもが困った時にいつでも助けてくれる家庭や店舗・施設等の数 

 

 
２．課題等 

地域のどの場所に子ども連絡所があるのかについて、周知の幅を広げ、子どもと大人の双方にそ

の存在をより浸透させる必要がある。 

また、子どもが地域の中でのびのびと成長できる環境を整えるため、関係機関と連携し、子ども

連絡所として協力していただける家庭や事業所を増やしていくことが必要である。 

 

 

３．取組状況等 

津久見市防犯暴力絶滅対策協議会・津久見市連合ＰＴＡ・津久見市青少年健全育成市民会議・臼

杵津久見警察署が連携して取り組んでいる。 

○令和 6年度の子ども連絡所箇所数（内訳） 

・津久見小…45カ所、千怒小…29 カ所、青江小…71 カ所、堅徳小…33 カ所 

・中学校…57 カ所 

・離島…8カ所（＝保戸島小） 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 4-2-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 青少年の健全育成 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
学校教育と連携した地域ぐるみの育成活動 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

土曜寺子屋つくみ塾参加人数 18 人 26 人 33 人 40 人 人 100 人 

評 価 Ｅ Ｄ Ｄ Ｄ   

【説明等】 

 土曜寺子屋・つくみ塾の参加児童数 

 

 
２．課題等 

令和 6年度も引き続き、漢字検定・算数検定へのチャレンジに向けた「土曜寺子屋・つくみ塾」

を各小学校にて実施した。参加児童は目標値には達していないものの、コロナ禍以降、年々少し

ずつ増加している。 

希望者を対象に令和 7年 1月に実施した漢字検定では合格率は 84％、2月に実施した算数検定で

は合格率は 100％（満点合格者 3名）と、優れた成果を収めました。これは、毎月熱心に学習に

取り組んできた子どもたちの努力と、講師の方たちの熱心な指導の成果が確かな形であらわれた

ものです。 

今後も事業を継続に実施できるよう、学校や地域住民・関係機関等と連携し、参加児童の増加を

図るとともに、周知方法や事業内容の工夫、講師の人材確保等に努め、取り組みを進めていく必

要がある。 

 

 

３．取組状況等 

対  象：津久見市内の小学校 3～6年生 

内    容： 国語と算数の補充学習 

    ※例年は、漢字検定・算数検定のチャレンジに向けた学習（検定の受験は任意） 

講    師：地域住民、大分大学の学生 

場    所：各小学校の空き教室、津久見市公民館 

※例年は、保戸島小学校を除く市内 4小学校 

実 施 数：通常の学習支援活動は 8回実施（原則毎月 1回、土曜日の 10：00～12：00） 

漢字検定 1月 25 日実施（19 人受検、合格率 84％） 
算数検定 2月 8 日実施（16 人受検、合格率 100％） 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

シート№ 4-2-③ 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 青少年の健全育成 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
青少年の見守り活動の充実 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

あいさつ運動の実施回数 月１回 
８月を除く 

月 1回 

８月を除く 

月 1 回 
7・8 月を 

除く 

月 1回 
８月を除く 

回 月 1回 

評 価 Ａ Ａ Ａ Ａ   

【説明等】 

 市内各学校、ＰＴＡ役員、青少年健全育成市民会議委員、区長等を中心とした、あいさつ運動

の実施回数 

 
２．課題等 

地域社会における青少年の健全育成活動を推進するため、青少年健全育成推進協議会へ補助金を

交付し、相談体制や啓発活動の充実を図るとともに、学校・家庭・地域が連携して青少年の見守

り活動を行っている。 

今後も、児童生徒の登下校時における安全確保のための見守りや、あいさつ・声かけ運動、青少

年の非行防止に向けた相談体制と啓発活動の充実を図るとともに、関係機関や学校、家庭が一体

となって連携・協働を図り、青少年の健全育成に努めていく必要がある。 

 

３．取組状況等 

毎月第３金曜日（７・８月を除く）に、市内２０箇所において、市内各学校、ＰＴＡ役員、青少

年健全育成市民会議委員、区長等を中心にあいさつ運動を実施した。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 5-1-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 地域文化の伝承と芸術文化活動の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
市民の文化・芸術活動の支援 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

観劇会イベント参加者数 488 人 673 人 841 人 514 人 人 1,200 人 

評 価 Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ   

【説明等】 

 観劇会主催による２公演の入場者数の合計 

 
２．課題等 

これまでどおりの安価な料金で、会員のニーズに合った催し物を選定することが求められる一方

で、決算時に赤字にならないよう、適切な料金設定を検討する必要がある。 

また、魅力的な事業を提供することによって、新規会員の確保を図っていくことも重要である。 

 

 

３．取組状況等 

○「RENTARO 室内オーケストラ九州 with 廣津留すみれ」 

令和 6年 9月 1日（日）14：00～市民会館大ホール 

入場者数 360 名 

入場料 3,000 円（当日 3,500 円）一部指定 

○「須田慎一郎講演会」 

令和 7年 3月 2日（日）14：00～市民会館大ホール 

入場者数 154 名 

入場料 2,000 円（当日 2,500 円）全席自由 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 5-1-② 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 地域文化の伝承と芸術文化活動の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
市民の文化・芸術活動の支援 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

文化団体数 26 団体 24 団体 24 団体 24 団体 団体 32 団体 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ   

【説明等】 

 市文化協会の加盟団体数 

 

 
２．課題等 

市文化協会は、市民の文化活動と文化事業の振興を広く支援し、連帯感を育むことで、豊かな文

化の創造と発展、心ふれあう地域づくりに寄与することを目的に活動している。 

令和６年度以降は新たな体制のもと、文化団体数は横ばいで推移しており、春・秋の文化祭をは

じめとする各種事業の開催を通じて、団体・会員同士の交流を促進し、活動の継続と発展を図っ

ている。 

 今後は、活動の PR や広報を通して、個人・団体会員の拡大を目指すとともに、新たな分野に

おける芸術文化活動の充実、青少年や次世代の支援、文化に触れる機会の提供などにも取り組ん

でいくことが求められる。 

 

 

３．取組状況等 

5/3（金）春の文化祭「5 月のそよ風」コンサート、9/22（日）第 3 回「街角コンサート」、11/9

（土）～10（日）第 54回文化祭、2/2（日）文化芸術鑑賞事業「フルートアンサンブルと津久見

の伝統芸能を楽しむ会」、3/26（水）第 4回「街角コンサート」を開催した。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

シート№ 5-2-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 地域文化の伝承と芸術文化活動の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
伝統文化及び文化財の保存と継承 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 

年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

指定文化財 36 件 36 件 36 件 42 件 件 40 件 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ   

【説明等】 

 指定文化財数 

 

 
２．課題等 

人口減少や少子高齢化、さらには価値観の多様化により、地域の歴史や文化財への関心が薄れつ

つあり、文化財を守り伝えていくことがますます難しくなっている。 

こうした状況を踏まえ、本市では、多種多様な文化財を総合的に見直し、適切な保存と活用を図

るとともに、次世代への継承を進め、地域で育まれてきた固有の歴史文化や文化財そのものを活

かしたまちづくりを推進することを目的として、文化財保護法に基づく「津久見市文化財保存活

用地域計画」の作成を進めている。 

指定文化財については、未指定文化財の中から指定等対象候補としてリストアップし、適宜、文

化財調査委員会に諮った上で諮り指定等を行う。また、現在市指定となっている文化財について

も、重要度に応じた格上げ等を検討していく。 

伝統芸能については、少子高齢化の進展に伴った後継者不足により、保持団体の維持が困難とな

っており、後継者の育成が重要課題となっている。また、用具や衣装等の購入にかかる資金の確

保が困難である現状も見受けられることから、保持団体と協議しながら、助成に向けた取組を継

続していくことが重要である。 

 

 

３．取組状況等 

文 化 財 ・企画展関連講座、尾崎小ミカン先祖木案内板設置、アコウ（赤崎）治療保全事業 

 

Ｒ6 年度に新指定された文化財 

県指定：長幸無縫塔（大字津久見字長幸）・武速神社イロハモミジ（大字八戸） 

市指定：久保泊石幢（大字四浦）・長野の道標（大字上青江）・平岩獅子舞（大字上青江） 

    赤八幡神社神幸祭（大字津久見浦字宮ノ前）・津久見市所蔵南蛮資料（県立歴史博物館） 

    太平洋セメント所蔵南蛮資料（県立歴史博物館） 

 

伝統芸能 ・令和 7年 2月 28 日に、津久見市伝統芸能等保存団体連絡協議会を発足した。 

 

文化財保存活用地域計画 ・令和５年度から令和 7年度にかけて作成している。 

            ・現地調査や市民を対象としたアンケート調査、津久見市文化財保 

存活用地域計画作成協議会等を行い、素案の作成や協議を進め 

た。 
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令和６年度分 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書 

 

シート№ 5-3-① 
１．施策指標の進ちょく状況 

施 策 名 地域文化の伝承と芸術文化活動の充実 担当課 生涯学習課 

計画内容及び 

主要な施策 
文化施設の有効活用 

施策指標の名称 
Ｒ３ 

年度 

Ｒ４ 

年度 

Ｒ５ 
年度 

Ｒ６ 
年度 

Ｒ７ 
年度 

Ｒ７ 
目標値 

市民会館利用状況 1,369 件 1,583 件 1,403 件 1,442 件 件 1,600 件 

評 価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ   

【説明等】 

 会議室やホール等、会館の利用件数 

 

 
２．課題等 

市民会館の利用件数は、季節的なイベントで増減はあるものの、全体として増加傾向にある。今

後も、利用者が安心して施設を利用できるよう、引き続き環境整備に努めていく。 

市民会館は、文化活動の成果発表や冠婚葬祭等に利用される場として、大規模な人数を収容でき

る唯一の屋内施設である。そのため、今後は文化イベントの開催促進や、施設の広報・周知活動

が求められる。 

また、施設は平成２７年以降に大規模改修を実施し、一定の利用しやすい環境は確保されている

ものの、改修対象とならなかった箇所の老朽化が進んでおり、修繕の必要性が高まっている。今

後は、計画的に環境整備を進めることで、さらなる利用促進に繋げていく必要がある。 

食堂部分の活用については、市民の利便性を向上と施設運営の充実を図るため、令和 7年 8月か

ら、食堂として使用されていない期間に限り、厨房を除く食堂部分を多目的室として時間単位で

貸し出すとともに、厨房についても同様に貸し出せる運用を開始している。 

 

 

３．取組状況等 

平成３０年度から文化協会加盟団体等に対して使用料減免制度を設け、利用者が利用しやすい会

館づくりに努めてきた。 

また、市民会館は平成２７～３０年度に全面改修を行い、エレベーター・トイレ・駐車場等が利

用しやすくなった状態である。しかし突発的な不良部分や改修を行っていない箇所等の修繕が多

くなってきており適宜対応していくためにも定期点検を含めた維持管理及び修繕計画に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 


